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瓦
の
発
見
は
、
彩
色
さ
れ
た
も
の

は
数
ヶ
所
の
出
土
例
し
か
な
く
、

線
刻
を
ほ
ど
こ
し
彩
色
さ
れ
て
い

る
も
の
は
他
に
例
が
な
く
今
後
さ

ら
な
る
調
査
に
よ
り
、
左
大
臣
橘

諸
兄
が
建
立
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

寺
院
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
午
後
１
時
半
か
ら
行
わ
れ

た
説
明
会
で
は
、
調
査
の
経
緯
や

出
土
し
た
遺
物
な
ど
の
説
明
を
参

加
者
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

の
「
石
敷
き
」
は
幅　

〜　
　

の

３０

４０
cm

石
約
２
１
０
個
余
り
が
並
べ
ら
れ
、

「
建
物
同
士
を
つ
な
げ
る
石
敷
き
」

あ
る
い
は
「
庭
園
」
の
可
能
性
が

あ
り
、
今
後
の
調
査
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、「
瓦
だ
ま
り
」
周
辺

か
ら
は
昨
年
も
発
見
さ
れ
た
、
多

数
の
「
軒
丸
瓦
」「
軒
平
瓦
」
を
は

じ
め
染
色
さ
れ
た
「
垂
木
先
瓦
」

も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
垂
木
先
瓦

は
昨
年
出
土
と
同
じ
く
、
線
刻
が

ほ
ど
こ
さ
れ
赤
や
緑
の 
釉 
薬
で
色

ゆ
う

付
け
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
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�
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平
成　

年
度
の
調
査
で
、
石
敷

１６

き
や
色
付
け
さ
れ
た 
垂
木
先
瓦 
な

た
る
き
さ
き
が
わ
ら

ど
が
発
見
さ
れ
た
、
井
手
（
堤
）

寺
発
掘
調
査
地
で
、
現
地
説
明
会

が
、
２
月
６
日（
日
）に
行
わ
れ
、

東
京
や
福
井
を
は
じ
め
町
内
外
か

ら
約
３
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

井
手（
堤
）寺
は
奈
良
時
代
井
手

の
地
に
居
を
構
え
た
橘
諸
兄
が
現

在
の
井
堤
寺
旧
跡
付
近
に
建
て
た

と
さ
れ
る
古
代
の
寺
院
で
、
当
時

の
地
方
寺
院
で
は
大
規
模
な
寺
院

で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
発
掘
調
査
で
は
、

１５

井
手
（
堤
）
寺
の
建
物
の
礎
石
の

据
え
付
け
跡
や
、
軒
先
の
「
雨
落

ち
（
地
面
が
侵
食
さ
れ
る
の
を
防

ぐ
石
敷
）」
や
、
建
物
の 
基  
壇 
（
建

き 
だ
ん

物
を
建
て
る
た
め
の
盛
り
土
を
し

た
土
台
）
や
そ
の
基
壇
を
装
飾
す

る
「 
凝
灰
岩 
」、
屋
根
の
垂
木
に
取

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

り
付
け
装
飾
を
施
す「
垂
木
先
瓦
」、

石
橋
瓦
窯
跡
に
お
い
て
も
発
見
さ

れ
た
、「 
軒
丸
瓦 
」「

の
き
ま
る
が
わ
ら

 
軒
平
瓦 
」
な
ど

の
き
ひ
ら
が
わ
ら

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
昨
年
発
見

さ
れ
た
「
雨
落
ち
」
の
南
側
か
ら

「
石
敷
き
」
と
「
瓦
だ
ま
り
」
が
、

南
西
の
発
掘
現
場
で
は
別
の
「
石

敷
き
」
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
授
業
が
行
わ
れ
、「
府
職
員
出
前

語
ら
い
・
専
門
職
員
派
遣
」
で
講

師
役
と
し
て
招
か
れ
た
京
都
府
流

域
下
水
道
建
設
事
務
所
の
職
員
ら

が
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
「
紙
芝

居
」
で
府
内
の
下
水
道
事
業
や
環

境
対
策
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
今
年
４
月
に
稼
動

予
定
の
「
消
化
ガ
ス
発
電
施
設
」

や
「
汚
泥
乾
燥
施
設
」
な
ど
に
つ

い
て
説
明
。
実
際
に
処
理
場
に
入

っ
て
く
る
下
水
（
流
入
下
水
）
や
、

処
理
し
た
後
の
水
（
放
流
水
）
や

汚
泥
（
乾
燥
汚
泥
・
脱
水
汚
泥
）

の
〝
に
お
い
〞
も
体
験
し
、
児
童

ら
は
「
と
て
も
く
さ
い
」「
処
理
し

た
後
の
水
は
く
さ
く
な
い
」
な
ど

と
下
水
道
施
設
に
つ
い
て
学
ん
で

い
ま
し
た
。
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生
活
に
身
近
な
下
水
道
で
環
境

問
題
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
、
１
月

　

日（
月
）に
多
賀
小
学
校
で
、
２

３１月
１
日（
火
）に
井
手
小
学
校
で
社

会
科
の
時
間
を
利
用
し
て
下
水
道
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平
成　

年
度
の
一
般
会
計
と
７

１５

つ
の
特
別
会
計（
国
民
健
康
保
険
・

多
賀
地
区
簡
易
水
道
・
老
人
保
健
・

介
護
保
険
・
公
共
下
水
道
事
業
・

井
手
、
多
賀
財
産
区
）、
井
手
町
水

道
事
業
会
計
の
決
算
は
、
昨
年
９

月
の
定
例
町
議
会
に
提
案
さ
れ
、

閉
会
中
の
継
続
審
議
に
付
さ
れ
た

の
ち
、
昨
年
の　

月
定
例
町
議
会

１２

に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

　

億
３
６
４
４
万
円
に
対
し
、
歳

３９出　

億
９
０
０
６
万
円
で
差
し
引

３７
き
形
式
収
支
で
は
、
１
億
４
６
３

８
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
す

べ
き
財
源
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
れ
が
平
成　

年
度
へ
の
繰
越
金

１６

と
な
り
ま
す
。

　

監
査
委
員
の
報
告
で
は
『
教
育
施
設
の
整
備

充
実
、
住
民
福
祉
の
向
上
、
防
災
対
策
の
強
化
、

農
業
振
興
等
々
の
複
雑
多
様
化
す
る
住
民
要
望

を
積
極
的
に
展
開
さ
れ
る
な
か
で
創
意
と
工
夫

に
よ
り
最
大
限
反
映
さ
れ
、
行
財
政
全
般
に
つ

い
て
も
厳
し
く
点
検
、
分
析
、
調
査
を
さ
れ
、

国
・
府
に
対
す
る
要
望
等
も
積
極
的
に
行
わ
れ

て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
歳
入
で
は
国
・
府
支
出
金
、
町
債
等

の
依
存
財
源
が
約　

％
で
大
部
分
を
占
め
、
町

６４

税
等
の
自
主
財
源
は
約　

％
と
少
な
い
中
で
、

３６

町
税
負
担
の
公
平
適
正
化
を
進
め
、
個
別
徴
収

の
強
化
等
を
さ
れ
る
な
ど
、
国
・
府
の
補
助
制

度
を
最
大
限
に
活
用
し
、
財
源
確
保
に
苦
慮
さ

れ
て
い
る
。
歳
出
全
般
に
つ
い
て
も
節
減
を
図

ら
れ
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
配
分

と
効
率
化
に
徹
し
、
行
政
水
準
の
維
持
向
上
を

図
り
つ
つ
、
財
政
健
全
化
に
懸
命
な
努
力
を
さ

れ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。』と

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 歳入（収入） 
　歳入は39億3644万円で、前年度より3億8869万2千円9.0％減とな
りました。これは、地方交付税（2億5262万7千円）、繰入金（1億4052
万9千円）、諸収入（5761万3千円）、財産収入（3266万1千円）等が
減少し、一方、府支出金（4849万6千円）、国庫支出金（2959万1千
円）、町債（2460万円）、地方消費税交付金（565万8千円）等が増加
しており主なものは次のとおりです。

町　税
10億6805万6千円（対前年度0.02％減）
　町税収入は、歳入全体の27.1％を占め、1世帯当たり32万9851円、
住民ひとりあたり12万793円を納めていただいたことになります。

地方交付税
13億579万8千円（対前年度16.2％減）
　地方公共団体が標準的な行政運営を行う場合に、財源不足額に応じ
て国から交付されるお金です。歳入全体の33.2％を占めています。

国・府支出金
5億6515万5千円（対前年度16.0％増）
　内訳は、国庫支出金2億2477万8千円（対前年度15.2％増）、府支出
金3億4037万7千円（対前年度16.6％増）となっています。国、府の
行政を行うために要する経費、町の特定の施策を行うための経費の財
源に充てるため、その財源の全部または一部をその目的、性格により、
負担金、補助金、委託金の三つに分類されて交付されるものです。

町　債
4億5710万円（対前年度5.7％増）
　町が特定の事業を行うために借り入れるもので、主な事業は、森林
空間管理棟新築等施設整備事業、町道22号線道路改良工事（橋梁下部
工）・橋梁設計等業務委託料（明許繰越分）、府営水環境整備事業、有
王移動通信用無線設備機器整備事業などです。
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各会計別　歳入・歳出
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ののののののののののの黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒字字字字字字字字字字字

平成15年度

歳 入
用語の解説
������

町が自ら収納・徴収できる財源
のこと
������

国や県から交付・割り当てられ
る財源のこと
�������

自治体の財政力に応じて国から
交付されるお金
�����

財政調整基金（家庭の預貯金に
あたる）の取り崩しなどにより
繰り入れたお金
�����

特別会計などに繰り出したお金

������������������



　　　　��������

用語の解説
�������

家計にたとえると食費、借金
返済など、必ず支払わなけれ
ばならないお金
�������

道路整備や施設建設など、ま
ちづくりのための建設などに
使うお金

 歳出（支出） 
　歳出は37億9006万円で、前年度より3億7773万4千円9.1％減
となりました。有王移動通信用無線施設機器整備、いづみ人権交
流センター他改修工事、森林空間管理棟新築等施設整備事業、町
道22号線道路改良工事など主な事業は次のとおりです。

総務費
　決算額は、8億8068万円で、前年度より1億8514万5千円
17.4％減となりました。
○特別会計繰出金 4億3383万9千円
○各種基金への積立金 678万6千円
○有王移動通信用無線施設機器整備 2934万8千円
○総合行政ネットワーク機器整備 496万7千円
○衆議院議員総選挙、京都府議会議員一般選挙、井手町長選挙費
等経費 1313万8千円

民生費
　決算額は8億3440万円で、前年度より5148万5千円5.8％減と
なりました。
○デイサービス事業等委託 2500万円
○老人福祉施設周辺整備事業 899万8千円
○いづみ保育園改修工事 4507万8千円
○いづみ人権交流センター（人権交流センター・児童館）他
　改修工事 8954万9千円

衛生費
　決算額は、3億2823万4千円で、前年度より2023万6千円5.8％
減となりました。
○町内河川の水質検査 128万1千円
○古紙等再資源集団回収事業91万9千円（新聞紙等の古紙集団回
収事業補助金、生ごみ自家処理容器等購入費補助金）
○ごみの収集運搬経費（民間委託含） 6570万7千円
○城南衛生管理組合分担金 1億4433万6千円

農林水産業費
　決算額は、2億763万9千円で、前年度より8247万9千円65.9％
増となりました。
○野上揚水機設備改修工事 522万5千円
○府営水環境整備事業 925万5千円
○自然休養村管理センター改修工事 383万9千円
○森林空間管理棟新築等施設整備事業（井手町野外活動センター）
 1億4408万6千円

商工費
　決算額は、3361万2千円で、前年度より1億8244万6千円
84.4％減となりました。
○企業立地基盤整備 1039万7千円
○桜まつり関連事業、まちづくりセンター運営費 524万1千円
○商工会振興事業・経営改善普及事業補助金 850万円

土木費
　決算額は、5億221万8千円で、前年度より2億4373万2千円
94.3％増となりました。
○急傾斜地崩壊対策防止事業 352万6千円
○町道22号線道路改良工事（橋梁下部工） 3587万6千円
○木津川堤防除草作業 1018万5千円
○里下排水路他改修工事 3755万5千円
○町営住宅駐車場整備事業 385万円
○都市開発基金積立金 2億6636万4千円
○交通安全施設整備事業（街灯、カーブミラー、ガードレール）
 182万4千円

消防費
　決算額は、1億9714万6千円で、前年度より2276万6千円
10.4％減となりました。
○常備消防設置委託料 1億5693万9千円
○消防ホース乾燥柱新設工事 115万4千円
○消火栓ボックス格納箱 91万円
○大規模な水害を想定した南山城水害50周年井手町防災訓練が
井手小学校で実施

教育費
　決算額は、2億5484万9千円で、前年度より1億4756万4千円
36.7％減となりました。
○英語指導助手事業 408万1千円
○放課後児童クラブ運営費 638万8千円
○町内遺跡発掘調査費 405万9千円

公債費
　決算額は、4億5375万6千円で、前年度より7388万5千円
14.0％減となりました。
○償還元金 3億4784万5千円
○償還利子 1億584万5千円
○一時借入金に対する利子 6万6千円

その他
○緊急地域雇用創出事業 1309万3千円
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そ
れ
ぞ
れ
個
別
通
知
で
既
に
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
が
接
種
さ
れ
て

い
な
い
方
が
ま
だ
お
ら
れ
ま
す
の

で
再
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
者
／

▽
麻
し
ん
・
風
し
ん
は
１
歳
〜　
９０

ヶ
月

▽
日
本
脳
炎
１
期
は
３
歳（
２
回
）、

１
期
追
加
は
４
歳
（
１
回
）、

２
期
は
９
〜　

歳
（
１
回
）、

１３

３
期
は　

・　

歳
未
満
（
１
回
）

１４

１５

の
人

実
施
場
所
／
水
野
医
院
・
加
藤
医

院
・
岡
林
医
院

費
用
／
無
料

お
申
し
込
み
／
医
療
機
関
へ
予
約

の
後
、
各
医
院
で
接
種

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
（
℡　

‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２

麻
し
ん
・
風
し
ん
・
日
本
脳
炎
の 

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
・
日
本
脳
炎

（
１
期
・
１
期
追
加
・
２
期
・
３

期
）
の
予
防
接
種
は
予
防
接
種
法

で
定
め
ら
れ
た
定
期
の
予
防
接
種

で
す
。
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地
積
、
評
価
額
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
�
…
所
有
者
の
住
所
・

氏
名
、
家
屋
の
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
、
建
築
年
、
評
価
額
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
�
	


…
所
有
者
の
住

所
・
氏
名
、
取
得
価
格
、
帳
簿
価
格
、
評

価
額
な
ど

▼
縦
覧
期
間　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

１７

５
月
２
日
（
土
、
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
閲
覧
期
間　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

１７

翌
年
３
月　

日
（
土
、
日
・
祝
日
及
び

３１

　

月　

日
か
ら
１
月
３
日
を
除
く
）

１２

２９

▼
縦
覧
・
閲
覧
時
間　

午
前
８
時
半
か
ら

午
後
５
時　

分
（
正
午
か
ら
午
後
１
時

１５

ま
で
を
除
く
）

▼
場
所　

役
場
税
務
課

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

税
務
課
（
℡　

‐
２
０
０
１
）
ま
で

８２

《
必
要
書
類
等
》

①
印
鑑
（
認
印
）

②
納
税
通
知
書
、
課
税
明
細
書

③
本
人
が
確
認
で
き
る
免
許
証
等

④
委
任
状
と
代
理
人
本
人
が
確
認
で
き
る

免
許
証
等

⑤
賃
貸
借
契
約
書
と
本
人
が
確
認
で
き
る

免
許
証
等

⑥
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を
証
す
る
書

類
と
本
人
が
確
認
で
き
る
免
許
証
等

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

○
減
免
申
請
書
（
税
務
課
に
あ
り
ま
す
）

○
軽
自
動
車
納
税
通
知
書

○
障
害
者
手
帳
等
に
関
す
る
証
明
書

○
当
該
車
両
を
使
用
さ
れ
る
方
の
運
転
免
許

証
○
軽
自
動
車
検
査
書

　

な
お
、
減
免
対
象
者
の
要
件
は
一
定
の
要

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。固

定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�


�

　

納
税
者
が
町
内
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
と

の
比
較
を
通
じ
て
、
自
己
の
土
地
や
家
屋
の

評
価
が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
と
「
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
」
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

○
縦
覧
事
項

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
…
所
在
、
地
番
、

地
目
、
地
積
、
評
価
額

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
…
所
在
、
家
屋
番

号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
建
築
年
、
評

価
額

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�

　

納
税
義
務
者
が
所
有
す

る
固
定
資
産
、
借
地
人
・

借
家
人
が
使
用
し
て
い
る

固
定
資
産
、
賦
課
期
日

（
１
月
２
日
）以
降
に
固
定

資
産
を
取
得
さ
れ
た
方
な

ど
が
対
象
資
産
の
「
固
定

資
産
課
税
台
帳
」
に
記
載

さ
れ
た
内
容
が
閲
覧
で
き

ま
す
。

○
閲
覧
事
項

�
�
�
�
�
�
�
�
…
所
有

者
の
住
所
・
氏
名
、
土
地

の
所
在
、
地
番
、
地
目
、

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の
廃
車
・
名
義

変
更
の
手
続
き
は
お
早
め
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
そ
の
年
の
４
月
１

日
現
在
で
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

　

盗
難
な
ど
で
、
現
在
所
有
し
て
い
な
く
て

も
廃
車
の
手
続
き
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
廃
車
・
名
義
変
更
の
手
続
き
を
す

る
場
所
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
役
場
税
務
課
】

　

排
気
量
が
１
２
５�
以
下
の
単
車
お
よ
び

農
耕
作
業
用
自
動
車
（
耕
運
機
・
ト
ラ
ク
タ

ー
等
）。

【
陸
運
局
】

　

軽
自
動
車（
軽
四
輪
貨
物
お
よ
び
乗
用
車
・

１
２
５�
を
超
え
る
単
車
）。

※
４
月
１
日
を
過
ぎ
ま
す
と
、
実
際
に
は
バ

イ
ク
や
軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
な
い
の
に

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
陸
運
局
で
は
毎
年
、
年
度
末
の
３

月
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
・

異
動
・
廃
車
等
の
申
請
は
、
で
き
る
だ
け
早

め
（
３
月　

日
ご
ろ
ま
で
）
に
済
ま
せ
て
い

１５

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
納
税
通
知
書
は
４
月
中

旬
に
発
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
４
月　

日
２１

（
木
）ま
で
に
納
税
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い

方
、
も
し
く
は
、
廃
車
申
告
等
の
手
続
き
を

さ
れ
た
の
に
納
税
通
知
書
が
届
い
て
い
る
方

は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

減
免
申
請
は
４
月　

日
ま
で
に

２５

　

軽
自
動
車
税
に
は
、
身
体
に
障
害
の
あ
る

方
に
対
す
る
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

制
度
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
４
月　

日
２５

（
月
）ま
で
に
税
務
課
で
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
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税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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　平成１６年１１月１日から、戸籍の嫡出でない子（婚姻
していない父母から生まれた子ども　非嫡出子ともい
います）の父母との続柄欄の記載が変更されました。
　嫡出でない子の出生の届け出がされた場合、これま
では父母との続柄欄には「男」または「女」と記載さ
れていましたが、母が生んだ嫡出でない子の出生の順
に「長男（長女）」「二男（二女）」などと記載されます。
　既に戸籍に記載されている嫡出でない子について、
父母との続柄欄の記載を「長男（長女）」「二男（二女）」
に改めたいときは、申し出により戸籍の再製を行いま
す。
　申し出をすることができるのは、嫡出でない子本人
（本人が１５歳未満のときは、法定代理人）または母（子
本人が１５歳以上のときで、母が本人の現在の戸籍に在
籍していたときに限る。）です。
　申し出は本人の本籍地の市区町村役場で行うことが
できます。
＊お問い合わせは、住民課（℡８２‐２００１）まで
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み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
去
年
も
開

催
し
た
井
手
町
の
大
人
向
け
英
会
話
教
室

が
２
月
１
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

初
心
者
向
け
と
中
級
者
向
け
の
２
つ
の
コ

ー
ス
を
毎
週
火
曜
日
に
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
の
２
階
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
大
人
の
方
と
接
す
る
機
会
が
で
き

て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
私
も
生
徒
の

み
な
さ
ん
も
井
手
町
に
住
ん
で
い
ま
す

が
、
普
段
私
は
学
校
や
保
育
園
の
子
ど
も

達
し
か
交
流
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
こ
の
英
会
話
教
室
を
開
催
す
る

こ
と
で
普
段
あ
ま
り
お
話
が
出
来
な
い
年

代
の
人
た
ち
と
英
会
話
を
通
じ
て
交
流
が

で
き
る
の
で
毎
週
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
去
年
の
生
徒
の
方
も
そ
う
で
し

た
が
今
年
の
生
徒
も
積
極
的
に
質
問
や
授

業
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
て
と
て
も
感
激

し
て
い
ま
す
。
こ
の
英
会
話
教
室
が
終
わ

る
頃
に
は
生
徒
の
皆
さ
ん
の
英
語
能
力
が

少
し
で
も
上
が
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
仕
事
の
方
も
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。
保
育
園
や
小
学
校
の
生
徒
た
ち

の
英
語
の
力
の
向
上
を
確
実
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
保
育
園
の
園
児
た
ち
は
発

音
が
よ
く
、
例
え
ば
オ
レ
ン
ジ
を
発
音
す

る
と
日
本
人
の
オ
レ
ン
ジ
で
は
な
く
ア
メ

リ
カ
人
の
オ
レ
ン
ジ
の
発
音
を
し
て
く
れ

ま
す
し
、
小
学
校
の
生
徒
た
ち
も
昨
年
４

月
の
こ
ろ
と
較
べ
る
と
積
極
的
に
話
を
し

て
く
れ
た
り
理
解
を
深
め
よ
う
と
が
ん
ば

っ
て
く
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
は
今
と
て
も
忙
し
い
時
期
に
入

っ
て
い
ま
す
。
１
、
２
年
の
生
徒
は
学
年

末
の
試
験
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
し
、
３
年
生
は
高
校
受
験
に
向
け
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
高
校
は
義
務
教
育
で
は
な

い
の
で
進
路
は
自
分
で
切
り
開
か
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
自
分
の
希
望
す
る
進
路
を

実
現
す
る
た
め
に
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
頑
張
っ
た
結
果
は
必
ず
返
っ
て
き
ま

す
。

　井手町では、従来から独自の水質検査計画に基づき厳しい
水質管理を行ってきましたが、このたびの水道法の改正によ
り、今後は水質検査計画を年度ごとに策定し公表します。
��������	
��
���

��������	�
���

��������	�
���

（※上記検査は井手町水道事業、多賀地区簡易水道事業の配
水系統ごとに行います。）

　今後も、住民の皆様に安心して飲んでいただけるように、
きめ細かい水質検査に努めます。
＊お問い合わせは、水道課（℡８２‐２００１）まで
＊詳しくは、井手町水道課窓口、井手町ホームページ
　（http://www.town.ide.kyoto.jp/）にて公表しています。

水道水質検査計画のお知らせ

���������������������

�������
������
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�����
���
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�����������
����
����

����
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����

�����
������

���
����
����

�����

���������������������

����������������������

「オウム真理教特別手配被疑者」
あれから１０年が経ちました

����

��������	
�

�������

髭が濃い、がに股、歯
並びが悪い

����

��������	
�

�������

眉毛の間に横一文字の
傷あと、右こめかみに
小豆大のホクロ

����

���������	


�������

頭が大きい、　眉毛濃
い、眼鏡をかけること
あり

��������	
��

情報をお待ちしています

京都府田辺警察署：0774‐63‐0110
フリーダイヤル：0120‐006024

又は110番

�

�

�

�

����������

����������

�
�
�

�
�
�

　京都府内の使用者は、この金額より低い金額で労働者（パ
ートタイム・アルバイト含む）を使用することはできません。
＊お問い合わせは、京都労働局労働基準部賃金室
　（℡075‐241‐3215）まで

京都府の最低賃金　時間給 678円
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の
者（
薬
学
修
士
学
位
取
得
者
は
、　

歳
未
満
）】

２８

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宇
治
募
集
事
務
所

　
（
℡
０
７
７
４
‐　

‐
７
１
３
９
）
ま
で

４４

郵
便
局
集
配
車
を 

「
移
動
こ
ど
も
１
１
０
番
の
い
え
」に
指
定

　

田
辺
警
察
署
・
綴
喜
防
犯
協
会
で
は
、
昨
年　
１２

月
よ
り
、
郵
便
局
集
配
車
に
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

中
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
新

た
に
「
移
動
子
ど
も
１
１
０
番
の
い
え
」
と
し
て

指
定
を
し
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
移
動
子
ど
も
１
１
０
番
の
い
え
」は
子
ど
も
た

ち
が
犯
罪
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
と

き
や
危
険
を
感
じ
た
場
合
に
危
険
を
回
避
す
る
為

に
駆
け
込
む
場
所
で
あ
る
「
子
ど
も
１
１
０
番
の

い
え
」
の
車
両
版
で
す
。

　

子
ど
も
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
地
域
の
大
人

が
子
ど
も
た
ち
に
目
を
向
け
て
、
安
心
感
を
与
え

ま
し
ょ
う
。講

座
・
教
室

�
�
�
�
�
�
��
�
	

�
�
��


	
�
�
�
�
�

��

日
時
／
３
月　

日
（
土
）

２６

　

午
前
９
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
集
会
室

そ
の
間
に
応
急
手
当
を
し
な
い
と
生
命
を
救
う
こ

と
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
「
あ
な
た
」
が
一
刻
も

早
く
救
命
手
当
を
行
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　

誰
も
が
出
来
る
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
行
う
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会
で
す
。

日
時
／
３
月　

日
（
土
）
午
前
９
時
〜
正
午

２６

場
所
／
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定
員
／　

人
程
度

１０

＊
費
用
は
無
料
で
す

＊
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
分
署

　
（
℡　

‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２
平
成　

年
度
自
衛
官
等
募
集
案
内

１７

募
集
種
目
／
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
、
歯
科
・

薬
剤
）

受
付
期
間
／
４
月
４
日（
月
）〜
５
月　

日（
金
）

１３

試
験
期
日
／

▽
一
般
・
技
術

（
１
次
）
５
月　

日（
土
）・　

日（
日
）

２１

２２

（
２
次
）
６
月　

日（
火
）〜　

日（
木
）

２１

２３

（
３
次
）
７
月　

日（
土
）〜
８
月
４
日（
木
）

２３

▽
歯
科
・
薬
剤

（
１
次
）
５
月　

日（
土
）

２１

（
２
次
）
６
月　

日（
火
）〜　

日（
木
）

２１

２３

資
格
／

▽
一
般
・
技
術

�
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
者
【　

歳
未
満
の
者
は

２０

２６

２２

大
学
卒
業
（
見
込
含
）】

�
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
（
海
上
技
術
幹
部
候

補
生
志
願
者
は
、
理
工
学
修
士
学
位
取
得
者
に

限
る
）
及
び
自
衛
官
は　

歳
未
満

２８

▽
歯
科
・
薬
剤

�
専
門
の
大
学
卒
業
（
見
込
含
）

�
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
者
【
薬
剤
は　

歳
未
満

２０

３０

２６

く
だ
さ
い
。

　

受
け
取
っ
た
も
の
が
裁
判
所
の
「
支
払
督
促
」

で
あ
れ
ば
、
た
と
え
身
に
覚
え
が
な
い
も
の
で
あ

っ
て
も
対
抗
手
段
と
し
て
裁
判
所
に
異
議
申
立
書

を
出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
届
い
た
書
類
が
裁
判
所
の
正
式
な
も
の

か
ど
う
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
き
な
ど
も
、
最
寄

の
裁
判
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
書
面
に
連
絡
先

が
書
い
て
あ
っ
て
も
本
当
に
裁
判
所
か
ら
の
も
の

か
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
裁
判
所
で
は

連
絡
先
と
し
て
携
帯
電
話
の
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
記
載
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
地
方
裁
判
所

　
（
℡
０
７
５
‐
２
１
１
‐
４
１
１
１
）
ま
で

小
中
学
校
講
師
登
録
者
募
集

　

京
都
府
山
城
教
育
局
で
は
小
学
校
及
び
中
学
校

の
講
師
登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
登
録
方
法　

講
師
登
録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
京
都
府
山
城
教
育
局
ま
で
持
参
し
て
下

さ
い
。
登
録
用
紙
は
山
城
教
育
局
学
務
課
、
町

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
京
都
府
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.k
y
o
to
b
e
.n
e
.jp
/

（ 
   
    
 
 
  
 
 
  
‐ 
 
  
 
   
 

k
y
o
to
b
e
/

　
 
 
 
  
‐ 
 
 
）
で
も
登
録
方
法
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
山
城
教
育
局
学
務

課
（
℡　

‐
０
２
７
４
）
ま
で

６２

救
命
講
習
会
を
受
け
ま
せ
ん
か

　

も
し
人
が
倒
れ
呼
吸
も
心
臓
も
止
ま
り
脳
へ
の

血
流
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
約
４
分
間
で
重
大

な
障
害
を
受
け
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
１
９
番
の
通
報
を
さ
れ
て
か
ら
、
救
急
車
が

そ
の
場
所
に
着
く
の
に
全
国
の
平
均
時
間
約
６
分
、

「
支
払
督
促
」を
利
用
し
た 

架
空
請
求
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

�
�
�
�
�
�
�

　
「
支
払
督
促
」
は
、
正
式
な
裁
判
と
違
っ
て
、
申

立
て
の
書
類
だ
け
を
見
て
法
律
的
に
筋
が
通
っ
た

請
求
で
あ
れ
ば
、
そ
の
内
容
ど
お
り
の
「
支
払
督

促
」
を
裁
判
所
か
ら
相
手
に
郵
送
で
送
る
も
の
で

あ
り
、
決
め
ら
れ
た
期
間
内
に
裁
判
所
に
対
し
て

「
異
議
申
し
立
て
」
が
な
け
れ
ば
、
強
制
執
行
を
す

る
権
利
が
与
え
ら
れ
る
な
ど
の
強
い
効
力
が
あ
り

ま
す
。

　
「
支
払
督
促
」
は
、
お
金
を
支
払
っ
て
も
ら
え
な

い
で
困
っ
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
簡
易
迅
速
に
回

収
手
段
を
得
ら
れ
る
便
利
な
制
度
で
す
が
、
架
空

請
求
は
こ
の
「
支
払
督
促
」
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
け

こ
ん
で
悪
用
す
る
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　

裁
判
所
か
ら
郵
便
物
が
届
い
た
と
き
は
自
分
に

は
か
か
わ
り
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
放
置
せ
ず
、

す
ぐ
中
身
を
確
認
し
、
不
審
な
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば

発
送
元
の
裁
判
所
に
電
話
な
ど
で
問
い
合
わ
せ
て
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日
時
／
３
月
７
日
（
月
）

　

受
付：

午
後
１
時
〜
１
時
半

対
象
／
１
歳
６
ヶ
月
〜
１
歳
８
ヶ
月
児

　
（
Ｈ　

・
７
・　

か
ら
Ｈ　

・
９
・
７
生
ま
れ
）

１５

１２

１５

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
３
月
４
日
（
金
）

　

受
付：

午
後
１
時
〜
１
時
半

対
象
／
３
歳
５
ヶ
月
〜
３
歳
８
ヶ
月

　
（
Ｈ　

・
７
・
４
か
ら
Ｈ　

・　

・
４
生
ま
れ
）

１３

１３

１０

�
�
�
�
���
�
�
�
	

《
三
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ
き
・
破
傷
風
）》

日
時
／
３
月　

日
（
火
）

１５

�
第
一
期
初
回
は
生
後
６
ヶ
月
か
ら
６
歳
ま
で
に

３
回
接
種
、
出
来
る
だ
け
４
歳
ま
で
に
完
了
し

て
く
だ
さ
い

�
第
一
期
追
加
は
、
初
回
３
回
接
種
完
了
後
、
１

年
〜
１
年
６
ヶ
月
の
間
に
１
回
接
種

《
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
》

日
時
／
３
月　

日
（
火
）

２２

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
３
月　

日
（
木
）

２４

�
生
後
３
ヶ
月
〜
４
歳
ま
で
で
す
が
出
来
る
だ
け

早
い
時
期
に
受
け
て
下
さ
い

＊
受
付
／
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

＊
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課

　
（
℡　

‐
５
７
０
０
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
３
月　

日
（
火
）
午
後
７
時
〜
９
時

２２

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

日
時
／
４
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

�
�
�
�
�
��
�
	


��

日
時
／
４
月
２
日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体

育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館

　
（
℡　

‐
４
１
１
２
）
ま
で
。

８２

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
３
月　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

１８

２５

　
　

／
４
月
１
日
（
金
）・
８
日
（
金
）

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
手
芸
（
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
粘
土
）》

�
カ
ラ
ー
の
花

日
時
／
３
月　

日
（
月
）・　

日
（
火
）

１４

２２

�
野
ば
ら

日
時
／
３
月　

日
（
木
）・　

日
（
月
）

２４

２８

＊
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
・
午
後
１
時
半
〜

１０

持
ち
物
／
は
さ
み
、
タ
オ
ル
、
伸
ば
し
棒
、
粘
土

を
の
せ
る
台

《
カ
ラ
オ
ケ
》

日
時
／
３
月　

日
（
火
）・　

日
（
火
）

１５

２９

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

研
修
棟

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２
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�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

日
と
祝
祭
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ

ん
）

＊
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
℡　

‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�

日
時
／
３
月　

日
（
火
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

２９

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
���
	



《
育
児
相
談
・
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
３
月　

日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１６

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
℡　

‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２健

康

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
３
月　

日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

１７

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／　

歳
以
上

４０

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
℡　

‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
３
月　

日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜
４
時

３１

場
所
／
八
幡
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
Ａ
室

定
員
／　

人
１０

＊
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
者
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ

　
（
℡
０
７
５
‐
９
７
２
‐
２
８
８
０
）
ま
で

子

育

て

�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
３
月　

日
（
金
）
午
後
７
時
半
〜
９
時

２５

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�
申
込
は
不
要
で
す

�
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

�
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

で
の
参
加
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課

　
（
℡　

‐
５
７
０
０
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

《
交
通
安
全
教
室
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
》

日
時
／
３
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

１６

場
所
／
賀
泉
苑

《
お
花
見
・
鉄
板
焼
》

日
時
／
４
月　

日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜

１４

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も　

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の

６０

あ
る
方

費
用
／
い
ず
れ
も
２
０
０
円

＊
毎
月　

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

１０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
相
談

�
�
�
�
���
�
	


�
�
�

日
時
／
３
月　

日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

２８

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
３
月　

日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

１４

場
所
／
賀
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
３
月　

日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

２８

場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

（
月
４
回　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２

は
賀
泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜

���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������

���������������������������������

���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������
���������������������������������

日
時
／
3
月　

日（
日
）午
前　

時
〜

２７

１０

場
所
／
玉
泉
苑
・
石
垣
公
園

第9回



�������������

�
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

☆�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
�
�

「
イ
オ
ン
結
晶
」 

島
本
理
生

「
こ
こ
ろ
残
り
」 

阿
刀
田
高

「
夫
の
息
子
」 

藤
堂
志
津
子

「
物
書
同
心
居
眠
り
紋
蔵 
白
い
息
」

 

佐
藤
雅
美

「
銭
売
り
賽
蔵
」 

山
本
一
力

「
サ
ー
カ
ス
団
長
の
娘
」

�
�
�
�
�
火
曜
日
〜
日
曜
日

�
�
�
�
�
�

　

月
〜
３
月　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

１０

４
月
〜
９
月　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

☆�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
３
月
７
・　

・　

・　

・　

・　

日

１４

２２

２３

２８

３１

�
４
月
４
・　

・　

・　

・　

日

１１

１８

２５

２８

☆�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
図
書
は
１
人　

冊
、
２
週
間

１２

�
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

 

ヨ
ー
ス
タ
イ
ン
・
ゴ
ル
デ
ル

�
�
�
�

「
セ
シ
ル
の
魔
法
の
友
だ
ち
」

 

ポ
ー
ル
・
ギ
ャ
リ
コ

「
ダ
ン
デ
ラ
イ
オ
ン
」

 

ド
ン
・
フ
リ
ー
マ
ン

「
少
女
探
偵
サ
ミ
ー
・
キ
ー
ズ
と
小
さ
な

逃
亡
者
」

 

ウ
ェ
ン
デ
リ
ン
・
ｖ
・
ド
ラ
ー
ネ
ン

☆�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

４
月
９
日
（
土
）

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

３
月　

日
（
土
）

１９

４
月　

日
（
土
）

１６

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

対岸の彼女
角田光代
３０代、既婚、子持ちの「勝
ち犬」小夜子と、独身、子
なしの「負け犬」葵。立場
が違うということは、時に
女同士を決裂させる。女の
人を区別するのは、女の人
だ。性格も生活環境も全く
違う２人の女性の友情は成
立するのか…？

東京タワー 
江國香織
待つのは苦しいが、待って
いない時間よりずっと幸福
だ。ふたりの少年・透と耕
二。そして彼等の年上の恋
人。恋の極みを描く長編恋
愛小説。

あっ おちてくる ふってくる
マーガレット・ブロイ・グレアム
自然の中で落ちてくるもの
や降ってくるもの。それは
当たり前のことのようで、
実はとっても素敵なこと！
「どろんこハリー」の名コン
ビ、ジオンとグレアムのデ
ビュー作を初邦訳。１９５２年
度コルデコット・オナー賞
受賞作品。

ズッコケ三人組の卒業式
那須正幹
ついに、ズッコケ三人組は、
稲穂県ミドリ市立花山第２
小学校を卒業。卒業間近の
３月、三人組はなんと自分
たちだけのタイムカプセル
を作ってひそかに校庭に埋
めることにした…。「ズッコ
ケ三人組」シリーズ最終巻。

�

�

�

�

�����������������������������

�����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
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�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

�
�
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
は
、
月
額
１
万
３
５
８
０
円
で
す
。

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
毎
年
２
８
０
円
引
き
上
げ
ら

１７

２９

れ
る
予
定
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
保
険
料
の
前
納
を
口
座
振
替
に
す
る
と
割
引
額
が
増
え
ま
す

　

例
え
ば
、
平
成　

年
度
分
の
保
険
料
を
一
括
し
て
前
納
す
る
と
、

１７

現
金
払
い
で
は�
�
�
�
�
�
の�
�
が
、
口
座
振
替
で
は�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
の
割
引
と
な
り
大
変

お
得
で
す
（
６
か
月
前
納
も
口
座
振
替
割
引
制
度
が
有
利
で
す
）。

▼
月
々
の
口
座
振
替
に
早
割
（
当
月
保
険
料
の
当
月
末
引
落
し
）

制
度
が
で
き
ま
し
た

　

早
割
制
度
を
申
し
込
み
す
る
と
通
常
の
口
座
振
替
（
当
月
保
険

料
の
翌
月
末
引
落
し
）
よ
り
�
�
が
割
引
と
な
り
ま
す
。
初
回
は

��

２
か
月
分
の
引
落
し
と
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
早
割
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
し
込
み
が
必
要

で
す
（
す
で
に
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
さ
れ
て
い
る
方
も
、
申
し

込
み
が
必
要
で
す
）。

▼
口
座
振
替
で
の
前
納
の
申
し
込
み
さ
れ
る
方
は　

年
３
月　

日

１７

３１

ま
で
に
社
会
保
険
事
務
所
で
の
登
録
が
完
了
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
（
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、
申
し
込

み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

※
口
座
振
替
割
引
制
度
の
申
込
用
紙
は
社
会
保
険
事
務
所
や
金
融

機
関
、
住
民
課
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
用
紙
は
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
字
（
プ

リ
ン
ト
ア
ウ
ト
）
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.sia.go.jp/

◎
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
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��

�
特
別
障
害
給
付
金
制
度
創
設
の
趣
旨

　

特
別
国
民
年
金
制
度
発
展
過
程
に
お
い
て
生
じ
た
特
別
な
事
情

に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
等
を
受
給
し
て
い
な
い
障
害
者
の
方
を

対
象
と
し
た
福
祉
的
措
置
と
し
て
、
特
別
障
害
給
付
金
制
度
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

�
対
象
者

▽
平
成
３
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象
者
で
あ
っ
た

学
生

▽
昭
和　

年
３
月
以
前
の
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
等
の
加
入
者
の

６１

配
偶
者
で
あ
っ
て
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期

間
内
に
初
診
日
が
あ
り
現
在
障
害
基
礎
年
金
１
、
２
級
相
当
の
障

害
に
該
当
す
る
方
。

�
支
給
額　
　

１
級　

月
額
５
万
円　

２
級　

月
額
４
万
円

▽
支
給
額
は
毎
年
度
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
が
あ
り
ま
す
。

▽
老
齢
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
や
所
得
に
よ
っ
て
支
給

制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽
支
払
は
年
６
回
で
す
。（
２
、
４
、
６
、
８
、　

、　

月
） 

１０

１２

�
事
務
の
開
始
日　

平
成　

年
４
月
１
日

１７

※
給
付
金
の
支
給
は
、
請
求
の
あ
っ
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
（
４
月
に
請
求
い
た
だ
く
と
５
月
分
か
ら
の
支
給
で
す
）。

請
求
が
遅
れ
た
場
合
は
、
遡
っ
て
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
５
月

分
か
ら
受
け
取
る
た
め
に
は
、
平
成　

年
４
月
中
に
住
民
課
ま
で

１７

請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課
（
℡　

‐
２
０
０
１
）
ま
で
。

８２
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL０７７４-８２-２００１）まで。
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▼掃除機を効率的に
　使用しましょう 
掃除機を使用する際には、集
麈袋の手入れ等に心がけ、効
率的な使用に努めましょう。
▼自動車の適正な使用を
自動車を利用する際は、駐停
車時のアイドリングストップ、
急発進・空ぶかしの抑制、タ
イヤの空気圧の適正化を始め
とする点検・整備の励行等自
動車の適正な使用に心がけま
しょう。

家庭・オフィスでできる　省エネ

※し尿に関するお問い合わせは、
　城南衛生管理組合（TEL０７５-６３１-５１７１）まで。

��������	
��
������

����������	�
����
������������������ 

����������	
��
������������������������

���������	
��
����������������������	� !�"#$%&�'( !)*+,

��������	�
��
�������������������� !"#�$%&�'��(�����

��������	
��
��
��������������
���� !"#$%�

��������	
��
���������������������� !

���
���

����

���

���
�������������

� ���

���

�����

�����
�������������������������������������	

����������	
��
���

� � �

�����
�����

�����
����������������

�����������������

���

� � �

���������	


��������������������������
�����������������

���
� � �

������������������������������������������	� � �

�����
�����

�����
��������������������������������	

� � � �

� � � �

 燃やすごみ 
���������
���������
�台所のごみは《水切り》をしてゴミ袋へ
�紙きれ、紙くず、少量の木切れ・刈り込みなど
はひもでくくる（２～３束に限る）
�たばこの吸い殻　
�食用油（てんぷら油など）は少量ずつ紙か布に
しみ込ませるか凝固剤で固まらせて出す
�古着・古布
�紙おむつは汚物を取り除いてから出す
�掃除機のごみ
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 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail�idekika@silver.ocn.ne.jp
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電話番号名　　称

0774－82－2001
2160
2237
2468
3290

井手町役場

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－4412井手小学校有王分校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
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～井手町自然～井手町自然
ガイドブックから～ガイドブックから～
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����キク科
����本州・四国・九州・沖縄
����３～５月

　山野に生える草で、雄株
と雌株があります。少し湿
ったところを好んで生えま
す。早春のフキノトウはフ
キの若いつぼみで、山菜と
して人気があります。成長
した茎や葉も食用になりま
す。春に花を咲かせた後に
葉が伸び、６０～７０センチメ
ートルほどにもなります。
　町内でも庭先や川の土手
などにたくさんありまし
た。

�
�
�
�

�����������	�
��
�������

����

� � � �� � � ���

�
�
�
�

�����������	�
��
�������

���������

� ��� ���������
��� ��

��

� � � � � � �

���������


